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そ して川俣 のプ ロジェク トの中で も特 に,









蓄積によって,ワ ーク ・イン ・プログレスが
形 とな ってい くのである。 この ワーク ・イ ン ・
プ ログ レスは,1996年にスイス ・ツグで行 わ
れた"ワ ー ク ・イ ン ・プログ レス ツグnに
始 ま ってい る。
そもそも川俣がこのようなひとつのプロジェ
ク トに時間をかける手法 を取 り始 めたの は,
現場制作 を行 ってい く中で,さ まざまな アク
シデ ン トやハプニ ングが起 こ り,そ れ らが制
作 を新 たな方 向性へ と導 くことに,作 品制作
の新 たな可能性 を感 じたことが き っか け とし
てある とい う。制作 プロセスがそ の後 の作 品
に もた らす重要性 や実際 に関 わった人た ちに
よ って,結 果的にできあがる もの以上 に重要
だ と考 え るよ うにな ったので ある。 ツグにお
け るプ ロジェク ト以 降,川 俣 のプロジェ ク ト
その ものに対す る考 え方 が変容す るので あ り,
特 に この発 表で取 り上 げる"ワ ーク ・イ ン ・
プ ログレス豊 田"に おいて も,さ まざまな要
素 を見 出す ことができる。
"ワー ク ・イ ン 。プ ロ グ レス豊 田"は ,
1999年か ら豊 田市美術館 の依頼 に基づ いて始
め られ,現 在 も進行 中のプロ ジェク トで,特
に最終 目標 は示 されていない。 また,こ れは
基本的 に毎 年夏 に行 われているが,そ の年 そ
の年 に よって実 施 される内容 は異 な ってお り,
川俣 自身が今年 や ることを提示 して行 ってい
る。川 俣が毎年 ほぼ一定 の時期 にや ってきて
は,そ の合間に多 くのボラ ンテ ィアスタ ッフ
とともに制 作活動 を行 う。川俣 が現場 を離 れ
ていて も関わ る者,ま た,豊 田であれば美 術
館 と地 元住 民がお り,彼 らとの関係 は とぎれ
ることな く継続 している。彼 らの存在 があ っ
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て,作 業 は引 き続 き行 うことができ,不 在 の
期 間に浮か び上が った問題点な どを もとに新
たに作業を行 ってい くのであ る。 その都度 そ
の都度,や るべ きこと,で きることを行 い,
継続す ることで作品が少 しずつできあが り,
そのプロセ スの中 に様 々な人 々が関わ って く
るので ある。
発表で は,齒豊 田にお ける一時性 と継続 の問
題 を中心 にプロセス重視,そ して参加 の問題
につ いて見て きた。 これ ら3つ の問題点 はそ
れぞれが互 いにな くてはな らない もの,前 提
として存在 して いる。 どれかひ とつの要素 を
挙 げて考察 しようと して も,他 の二 つの連携
をな くして考え ることはで きない。 まず,参
加 につ いて取 り上 げると,参 加 とい う行為 の
中にプロセ スが含 まれ,ま た 日常か ら切 り離
された非 日常的な体験,一 時性 が生 まれる と
考 え られ る。 また,プ ロセスを重視す るこ と
でその体験が一時的な ものであ り,そ れに参
加す るとい う構図が見えて くるのである。
また,川 俣の制作の特色であ る リーデ ィン
グ ・コ ンセ プ トが,豊 田の プロジェク トでは
不 明瞭 だという指摘が非常 に多 く,注 目す べ
き点 のひとつで ある。 リーデ ィング ・コンセ
プ トとは,プ ロセ スを重視す るが故 にそれを
支 える もののひとつで あ り,そ れが実 際に制
作 された ものにどう現れて くるのか,つ なが っ
ているのか を考え させ,さ らに作品その もの
の評価 にな りうる要素である。豊田では,リ ー
デ ィング ・コ ンセプ トを作 らず,川 俣 があえ
て言 うよ うな依頼主で ある美術館 との関わ り
を重視す る姿勢が これ までの過程か らあま り
見 えて こないために話題が集 中 した と考 え ら
れ る。"コー ルマイ ン ・田川"に お ける鉄塔
建設 とい うひとつ の象徴で あるような明確 な
リーデ ィング ・コ ンセプ トを もとに継続 して




川俣 はほとん どのプ ロジェク トが依頼 を受
けて行 っているが,そ れ らはごく日常的 な場
に制作 してい くもので ある。 しか しこの豊 田
においては,"アー トレス"を 掲げ,美 術館 ・
作 品 とい う構 図か ら逸 脱す るプ ロジェク トを
行 っている川俣 に美術 館が依頼 す るところか
ら始 ま っている点で非 常 に興味深い。それで
も,川 俣 は豊 田の町を何度 も歩 き回 り,そ れ
と美 術館 の関係を新た に見直す ことで,や は
り美 術館 か ら始 まるということを見 出 し,制
作を通 して美術館 と町の新 たな関係 を提示 し
よ うとしている0地 域 住民の意 見を尊重 し,
豊 田だけのサイ トスペ シフィックなプロジェ
ク トを行 う以外 に,そ れまでの川俣 のプロジェ
ク トと大 き く異な る点 は特 にはないが,こ の
ことがプロジェク トの中で非常 に重要 とな っ
ている。 また,そ の他 のプ ロジェク トも同時
進 行で行 いなが ら,"ワ ー ク ・イ ン ・プ ログ
レス豊 田"と して毎年 同 じ時期 に豊 田を訪れ,
作業 を行 うというスタイルが,ル ーチンワー
クとな り毎年 同 じように見 られがちであるが,v
これまで述べ てきたよ うに,リ ーデ ィング ・
コンセプ トのない中か ら生 まれ る新 たな可能
性を見出そ うと してい ると考 え られる。 田川
においては,鉄 塔 とい うモニ ュメン トが ある
が,新 たな展 開として,む しろ海外 にお ける
炭坑 のまち とのネ ッ トワー ク,つ なが りを求
め始めている。で は,豊 田 においては何 を求
め るのか。 それはもう少 し時間が経 たな いと
見えて こないのか も しれない。 それは川俣/
住民,観 客/美 術館の三者の関係 にあると思
われ る。
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